後期研修プログラム　脳神経外科コース

１．コースの概要

　　２年間の新臨床初期研修プログラム修了者で、脳神経外科専門

医を目指す後期研修を行う。3年間の臨床研修期間において専門

医取得に必要な症例の経験を積む。

２．取得資格

日本脳神経外科学会専門医

３．研修期間

　3年間

４．取得手技

・脳神経外科患者の急性期、周術期管理

・レントゲン、ＣＴ、ＭＲ，ＲＩ検査の読影

・脳血管カテーテル検査、脳血管内手術の介助の術者

・穿頭術の介助及び指導医のもとでの術者

５．診療科の指導体制

　　診療科医師数　常勤　６名　後期研修医　１名

６．診療科の実績と経験目標症例数　
	主要疾患
	入院数（年間）
	経験目標数（３年間）

	脳梗塞
	１６０
	５０×３＝１５０

	脳出血
	１２０
	１２０

	くも膜下出血
	８０
	８０

	頭部外傷
	１２０
	１２０

	脳腫瘍
	３０
	３０

	水頭症（正常圧）
	６
	６

	感染性疾患
	１０
	１０


	手技
	件数（年間）
	経験目標数（３年間）

	穿頭術（穿頭）
	５０
	１００

	
	３０
	３０

	脳腫瘍摘出
	２０
	１０

	脳動脈瘤クリッピング
	３０
	（介助を含む）　３０

	脳血管カテーテル検査
	１６０
	（介助を含む）２００


７．関連領域の研修に関して

　　施設内での研修可能

　　施設外との交流研修　個々面談の上、病院長が決定

